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１．はじめに  

 経年劣化したコンクリート構造物の長寿命化を図るためには，適切な診断手法とその調査結果に基づく効果

的な補修が重要である．特に，河口堰のような大型コンクリート構造物においては，損傷の規模や分布を経済

的にかつ効率的に調査を行い，評価することが求められる．本稿は，竣工後 40 年以上が経過した河口堰の門

柱コンクリートにおいて弾性波トモグラフィ法 1)を適用し，過去に実施した補修に対する効果検証について考

察を行ったものである． 

 

２．調査方法  

 調査対象施設は竣工後40年以上が経過した河口から3.4kmの位置にあるRC造の河口堰の門柱コンクリート

である．コンクリートコア供試体の圧縮強度は 35.2～46N/mm2，コンクリート中の塩化物イオン量は表面から

内部まで 1.2kg/m3 以下，中性化残りは発錆限界以上であるが，外観目視調査において門柱コンクリートには

鋼材腐食に起因すると推定されるひび割れやうき，剥離等が部分的に確認されており，開口部付近でポリマー

セメントモルタルによる断面修復が行われている． 

 本稿では，門柱コンクリートで過去に実施した補修効果検証を目的として，弾性波トモグラフィ法による健

全性調査を行い，補修評価への適用性を検証した．図 1にセンサ配置図を示す．門柱コンクリート表面に圧電

型加速度センサ（701IS：30kHz 共振型）を設置し，コンクリート表面を鋼球ハンマー（φ25mm）で打撃して

弾性波を励起し，サンプリング周波数 200kHz としてコンクリート中を伝播する弾性波速度の計測を行った． 

トモグラフィ解析では解析断面を多数のセル（350mm×1500mm×325mm の六面体）に分割し，一般的なコンク

リート構造物の 4000m/s を初期速度とし，解析領域を透過した多数の波線の伝播速度を用いて各波線の伝播速

度を求めた後，観測値に近づけるよう各セルの速度値を逐次更新させて解析領域の弾性波速度分布を求めた 2)． 

 

図 1 センサ配置図 
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３．調査結果および考察  

 図 2 に河口堰門柱の三次元トモグラフィ解析結果，図 3 に門柱の三次

元トモグラフィ結果を輪切りした断面の位置図，表 1 にその断面の位置

での外観目視で確認された損傷とトモグラフィ解析結果の重ね合わせ図

を示す．門柱上流側（1-1 断面）の開口部付近で実施されているポリマ

ーセメントモルタルで断面修復跡 A は，トモグラフィ結果では弾性波速

度 V=4000m/s 程度である．門柱下流側（2-2 断面）はアルカリガラス繊

維入り軽量ポリマーセメントモルタルで断面修復されているが，開口部

の下端側の断面修復跡 B は弾性波速度 V=4000m/s 程度であるのに対し，

断面修復跡 B と同じ材料で断面修復された開口部上端側の断面修復跡 C

は，低速度領域（V=2000m/s 程度）と評価されている．断面補修跡 B と

C の外観目視では補修跡周辺に変状や打音法でコンクリートのうきが推

定される異音，解析でのセル内の波線密度の差がないことを確認した． 

断面補修跡 C は上向き施工となるため，補修材料のダレが生じやすい

ことから，低速度領域は門柱コンクリート深部で旧コンクリートと補修

材料との境界部の一体性が十分でないことを示していると考えられる．

これらのことから，弾性波トモグラフィ法を適用により外観目視や打音

法で確認できない深部の補修不良を合理的に評価できる可能性が示され

たと考えられ, 今後コア採取して検証する予定である． 

 

表 1 門柱コンクリート損傷図とトモグラフィ結果の重ね合わせ図（単位：m/s） 

1-1 断面（堰上流面から 1750mm） 2-2 断面（堰下流面から 165mm） 
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図 3 断面位置図 

図 2 トモグラフィ解析結果 
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